5 腺 グサ-バ 


lerver 


本装置にバンドルされている各種管理ソフトウェア(ユーティリティ）について説明します。ユーティリティ 
には、ストリーミングサーパにインストールするものとネットワーク上の管理コンピュータ ( PC ) にインス 
トールするものなどがあります。ユーティリティは、ストリーミングサーバの保守性や管理機能を向上し 
ます。 


添付の CD - R 〇 M について（―67ページ） . 本装置に添付の CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 

に収められているソフトウェアについて紹介しま 
す。 


EXPRESSBUILDER い68ぺージ ）. 

ExpressPicnic (—73ぺージ） . 

ESMPR 〇(―8〇ページ、） . 

オフライン保守ユーティリティ （—83 ページ) 

システム診断 (—84 ページ） . 

テープ監視ツール (—87 ページ） . 


セットアップツール 「 EXPRESSBUILDER 」 につ 
いて説明します。 

シームレスセットアップ用パラメータディスク 
(セットアップパラメータ FD ) を作成するツール 
「 ExpressPicnic 」 について説明します。 

本装置の統合システム管理ソフトウェア 
「 ESMPRO 」 について説明します。 

本装置ではオフライン保守ユーティリティをサ 
ポートしていません。 

本装置を診断するソフトウェアです。 

本装置に接続したテープドライブ、使用している 
テープメディアの状態を監視するユーティリティ 
です。 


エクスプレス通報サービス （—90 ページ） . 障害発生時に自動的に保守サービス会社へ通報 

するソフトウェアです。 


次ページに続く 


ONL-3018aE-ISS LS- 〇〇 ◦- 〇 4- 〇 3 〇 4 
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Windows Media サービス （—93 ページ） . 

......Windows Media Tool におけるストリーミング 

配信 • 管理ソフトウェアです。 

FastCheck 卜 94 ページ） . 

...... オプションのディスクミラーリングコント□—ラ 

や構築しているアレイディスクの保守 • 管理をす 
るアプリケーションです。 

PowerChute p/usVer.5.11 J/5.2J(—96 ページ） ..... 

...... 本装置に接続したスマート UPS (無停電電源装置) 

を管理をするソフトウェアです。 
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添付の CD-ROM について 


添付の CD-R 〇 MrEXPRESSBUILDER」 には、本装置を容易にセットアップするためのユーティリティや各 
種バンドルソフトウェアが収録されています。これらのソフトウェアを活用することにより、本装置の機 
能をより多く引き出すことができます。 


CD - ROMrEXPRESSBUILDER 」 は、本装置の設定が完了した後でも、 0 S の再インス 
卜ールや BIOS のアップデートなどで使用される機会があります。なくさないように大切に 
保存しておいてください。 


EXPRESSBUILDER (68 ページ） 


システム管理ユーテイリテイ 


ESMPRO/ServerAgent (80 ページ） 
エクスプレス通報サービス （90 ページ） 
システム診断ユーティリティ （84 ページ) 


ディスクアレイ管理ユーティリテ 


FastCheck (94 ページ) 


■ープデバイス管理ユーティリテ 


テープ監視ツール （87 ページ） 



システム管理ユーテイリテイ 


ESMPRO/ServerManager 

(オンラインドキユメント） 


各種オンラインドキュメント 
( HTML / PDF ) 


ビルド•トウ•才ーダで購入した装置のハードディスクには電源管理をするユーティリティ 
| ヒント) 「 PowerChutep / t ; sVer . 5.11 J /5.2 J 」 がインストールされている場合があります。96ぺージ 
を参照してセットアップをしてくださし、（このユーティリティは EXPRESSBUILDER の中に 
は含まれていません）。 


ストリ I ミングサ I バソフトゥエア 
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EXPRESSBUILDER 


「 EXPRESSBUILDER 」 は、本装置に接続されたハードウェアを自動検出して処理を進めるセットアップ用 
統合ソフトウェアです。 EXPRESSBUILDER からシームレスセットアップを使用する際には、〇 S をインス 
トールするハードディスク（またはディスクアレイの論理ドライブ1台のみ）だけを接続してセットアップ 
してください。 


起動メニューについて 


EXPRESSBUILDER には2つの起動方法があります。起動方法によって表示されるメニュー 
や項目が異なります。 

• EXPRESSBUILDER CD-ROM からブート ( 起動)する 


EXPRESSBUILDER を本装置の CD - R 〇 M ド 
ライブにセットして起動し、 

EXPRESSBUILDER 内のシステムから起動す 
る方法です。この方法で本装置を起動すると 
右に示す 「 EXPRESSBUILDER トツプメ 
ニュー」が表示されます。 

このメニューにある項目から本装置をセット 
アップします。 

I H-0 本装置以外のコンピュータおよび EXPRESSBUILDER が添付されていた本装置以外の 
Express 5800シリーズに使用しないでください。故障の原因となります。 

EXPRESSBUILDER トップメニューにつし、てはこの後の 「 EXPRESSBUILDER トップメ 
ニュー」を参照してください。 



• Windows が起動した後に EXPRESSBUILDER をセツトする 


Windows (Windows 95以 P 绎、または 
Windows NT 4.0 以降）が起動した後に、 
EXPRESSBUILDER を CD-ROM ドライブ、に 
セツトするとメニューが表示されます(右図 
参照)。表示されたメニューダイアログボツ 
クスは「マスターコントロールメニュー」と呼 
びます。 

マスターコントロールメニューについてはこ 
の後の「マスターコント□—ルメニュー」を参 
照してください。 
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EXPRESSBUILDER トップメニ 



EXPRESSBUILDER トップメニューはハードウエアのセットアップおよび 0 S (オペレーティ 
ングシステム）のセットアップとインストールをするときに使用します。 

EXPRESSBUILDER トップメニューはハードウエアのセットアップおよび 0 S (オペレーティ 
ングシステム）のセットアップとインストールをするときに使用します。 

起動 

次の手順に従って EXPRESSBUILDER トップメニューを起動します。 

1. 周辺装置、本装置の順 (<_ 電源を〇1\1にする。 

2 . 本装置の CD - ROM ドライブへ CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 をセットする。 

3. CD - ROM をセットしたら、リセットする（く Ctrl 〉 + < Alt > + < Delete > キーを押す）か、電源を 
〇 FF / ON して本装置を再起動する。 

CD - R 〇 M からシステムが立ち上がり、 EXPRESSBUILDER が起動します。 

EXPRESSBUILDER が起動すると、以下のような EXPRESSBUILDE トップメニューが現れ 
ます。 




シームレスセットアップ 

セットアップパラメータ FD の情報を参照して、切れ目なく 
(シームレスに）セットアップを行います。〇 S の再インストール 
を含むセツトアップを行う場合、こちらのセツトアップ方式を 
選択してください。 


EXPRESSBUILDER に収められている各種ユーティリティを 
個別に起動し、オペレータによるセットアップを行います。 
また、インストール済み〇 S に影響を与えることなくセツト 
アップを行うことができます。 


EXPRESSBUILDER について説明します。 

セツトアップを実行する前に一通り目を通して 
おくことをお勧めします。 



終了 

EXPRESSBUILDER の終了画面 
が表示されます。 


ストリ I ミングサ I バソフトゥエア 
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シームレスセツトアップ 


「シームレスセットアップ」は本装置を再セットアップするときに選択するメニューです。メ 
ニューを選択後、いくつかの設定項目を選択するだけで切れ目なく（シームレスで）、オペ 
レーティングシステムのセットアップを行います。 

M-0 • このメニューを使用するときは、ディスプレイ装置以外の周辺機器を接続しないでくだ 

さい。また、内蔵の八ードディスクも購入時の状態(台数•接続)にしておいてください。 

• 「シームレスセットアップ」は最初からのセットアップであることを前提としているた 
め、実行すると八 ー ドディスクの内容が失われることがあります。 

• セットアップを開始したら、指示があるまでセットアップパラメータ FD を取り出さな 
いでください。 


ツールメニュー 


ツールメニューは 、 EXPRESSBUILDER 
に収められている各種ユーティリティを 
個別で起動し、オペレータが手動でセッ 
トアップを行います。より詳細に設定し 
たい場合などに使用してください。ま 
た、システム診断やサポートディスクの 
作成を行う場合も、ツールメニューを使 
用します。次にツールメニューにある項 
目について説明します。 


[Express 5800シリーズ EXPRESSBUILDER Ver3.xxx-x Copyright(C) NEC Corporation 20031 



システム情報の管理 
システム診断 
サボートディスクの作成 
各種 BI0S/FW のアップデート 
ヘルプ 

トップメニューに戻る 


RAID] ント □- ラ:検出 


• RAID 情報のセーブ/リストア 


ディスクアレイシステムの RAID 情報をフロッピーディスクに保存または、フロッピー 
ディスクから復元することができます。 


I n-0 この機能をサボートしていないディスクアレイコントローラもあります。その場合、こ 
のメニューは表示されません。 

- RAID 情報のセーブ 

フロッピーディスクに RAID 情報を保存します。フォーマット済みのフロッピーディ 
スクを用意してください。 

- RAID 情報のリストア 

フロッピーディスクから RAID 情報を復元します。「コンフィグレーション情報のセー 
ブ」で作成したフロッピーディスクを用意してください。 


• システム情報の管理 


お客様の装置固有の情報や設定のバックアップ(退避)をします。バックアップをしてお 
かないと、ボードの修理や交換の際に装置固有の情報や設定を復旧できなくなります。 

■: システム情報のバックアップの方法については、25ぺージで説明しています。なお、リ 

|-E37p ストア(復旧）は操作を熟知した保守員以外は行わないでください。 
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• システム診断 


本装置上で各種テストを実行し、本体の機能および本体と拡張ボードなどとの接続を検 
査します。システム診断を実行すると、本装置に応じてシステムチェック用プログラム 
が起動されます。84ページを参照してシステムチェック用プ□グラムを操作してくださ 
い0 

• サボートディスクの作成 

サボートディスクの作成では、 EXPRESSBUILDER 内のユーティリティをフロッピー 
ディスクから起動するための起動用サポートディスクを作成します。なお、画面に表示 
されたタイトルをフ□ッピーディスクのラベルへ書き込んでおくと、後々の管理が容易 
です。 

サポートディスクを作成するためのフロッピーディスクはお客様でご用意ください。 

- Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 


Windows 2000のシステムを修復するとき （「 RDISK . EXE 」 を使った修復作業です）や 
シームレスセットアップを使わずに Windows 2000をインストールするときに必要 
となるサポートディスクです。 

- ROM - DOS 起動ディスク 


RQM - D 0 S システムの起動用サポートディスクを作成します。 


• 各種 BIOS / FW のアップデート 

インターネットの 「NEC 8番街」で配布される「各種 BI 〇 S / FW のアップデートモジュール」 
を使用して、システムの BI 0 S / FW (ファームウェア）をアップデートすることができま 
す。「各種 BI 0 S / FW のアップデートモジュール」については、次のホームページに詳しい 
説明があります。 

[NEC 8番街]: http :// nec 8 .com 

各種 BI 0 S / FW のアップデートを行う手順は配布される「各種 BI 0 S / FW のアップデートモ 
ジュール」に含まれる 「 README . TXT 」 に記載されています。記載内容を確認した上で、 
記載内容に従ってアップデートを行ってください。 「 README . TXT 」 は Windows NT の 
メモ帳などで読むことができます。 



ス 

卜 

■J 
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ン 

グ 

サ 

I 

パ， 

ソ 

フ 
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I n-0 BIOS/FW のアップデートプログラムの動作中は本体の電源を OFF にしないでくださ 

し〉。アップデート作業が途中で中断されるとシステムが起動できなくなります。 


• ヘルプ 

EXPRESSBUILDER の各種機能に関する説明を表示します。 

• トップメニューに戻る 

EXPRESSBUILDER トップメニューを表示します。 
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マスタ _ コントロールメニ 


Windows (Windows 95以 P $、 または 
Windows NT 4.0 以降)が動作しているコン 
ピュータ上で添付の C D - R 〇 M 
「 EXPRESSBUILDER 」 をセットすると、 
「マスターコント□ールメニュー」が自動的 
に起動します。 


■: システムの状態によっては自動的に 

I ヒン ] T | 起動しない場合があります。そのよ 
うな場合は、 CD - R 〇 M 上の次のファ 
イ ルを エクスプローラ 等から実行し 
てください。 

¥ MC ¥1 ST.EXE 

マスターコント□ールメニューからは、 Windows 上で動作する各種バンドルソフトウェア 
のインストールやオンラインドキュメントを参照することができます。 

オンラインドキュメントの中には、 pdf 形式の文書で提供されているものもあります。こ 
|レ、, jT | のファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズ社製の Acrobat Reader がインス 
卜ールされている必要があります 。 Acrobat Reader がインストールされていないときは、 
はじめに[ソフトウェアのセットアップ]の [Acrobat Reader ] を選択して 、 Acrobat Reader 
をインストールしておいてください。 

マスターコン ト ロール メニューの操作は、ウィンドウに表示されているそれぞれの項目をク 
リックするか、右クリックして現れるポップアップメニューを使用してください。また、一 
部のメニュー項目は、メニューが動作しているシステム•権限で実行できないとき、グレイ 
アウト表示され選択できません。適切なシステム • 権限で実行してください。 

H -〇 CD-ROM をドライブから取り出す前に、マスターコントロールメニューおよびメニューか 
srnrn ら起動されたオンラインドキュメント、各種ツールは終了させておいてください。 


【の1め：^树 


〇オンラインドキュ，ント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


Master Control Menu 


i ソ 7 トウェアの 
セットアップ 




Copyright NEC CocporaKon 


NEC 
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ExpressPicnic 

「 ExpressPicnic ®」 は、本装置のセツトアップで使用する「セツトアップパラメータ FD 」 を作成するツールで 
す0 


EXPRESSBUILDER と ExpressPicnic で作成したセットアップパラメータ FD を使ってセットアップをする 
と、いくつかの確認のためのキー入力を除き〇 S のインス I -ールから各種ユーティリティのインス I -ール 
までのセットアップを自動で行えます。また、再インストールのときに前回と同じ設定でインス!-ール 
することができます。「セットアップパラメータ FD 」 を作成して、 EXPRESSBUILDER から本装置をセット 
アップすることをお勧めします。 

■ I ： 「セットアップパラメータ FD 」 がなくても Windows 2000をインストールすることはできま 
r^Tjq す。また、「セットアップパラメ —夕 FD 」 は、 EXPRESSBUILDER を使ったセットアップの 
途中で修正•作成することもできます。 


ExpressPicnic のインストール 


ス 

セットアップパラメータ FD を作成するために Windows 2000 / XP 、 または Windows NT ^ 
3. 51以降 、 Windows 95/98/ Me で動作しているコンピュータに ExpressPicnic をイン \ 
ストールします。 ? 

グ 

p |： ExpressPicnic は PC 98- NX シリーズ* PC - 9800シリーズ. PC - AT 互換機で動作します。 サ 

I ヒント I 人 

ソ 

フ 

Windows 2000 /XP • Windows NT 4.0 • Windows 95/98/Me o 

Windows 2000/ XP , または Windows NT 4.0 、Windows 95/98/ Me で動作している 
コンピュータの場合は次の手順でインストールします。 



\TyF\ 


お使いになっているモデルによって画面に表示される内容が多少異なることがありますが、 
同じ手順でセットアップすることができます。 


1. 〇 S を起動する。 

2. 付の CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 を CD - ROM ドライブにセツトする。 
マスターコン ト □ー ル メニューが 表示されます。 
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3. 画面上で右クリックするか、[ソフトウェ 
アのセットアップ]を左クリックする。 

メニューが表示されます。 

4. [ ExpressPicnic ] をクリックする。 

セツトアップウイザードが起動します。 



メッセージに従ってインス I ルを続け 
てください。 



ExpressPicnic セゥトアゥア T 卩ク'、ラ！》へようこモ。 
このフ*ロク、ラ1»は、 iDt* ュ■•切こ ExpressPicnic を 
ゎス HI ■します。 

この t ゥトァゥア T 的''允を実行する前に、すべての Windows 
ア卩グラムを必ず終了して下さい。 

[キ〇抓] r めを如••力し t ゥトアゥア T ロク''兄を終了した後、現 
在使用中のアログラムをすべて終了させて下さい。 


彗告：このアログ乱は、著作権法および国際条約によって 
保諸されています。 

この TQ グラ L またはその一部を無断で褀製または配布す 
ることは、法律により禁止されています。 




I チェック | 




[ユーザの情報]ダイアログボックスの 
[シリアル番号]を入力する必要はあり 
ません。 

インストールを完了したら[終了]をク 
リックし、「セットアップパラメータ FD 
の作成」に進んでください。 



品の娜番号を入力し、[次へ]作を 




< 戻る (g) _[ )^(N) > | _ 祕 1 


Windows NT 3.51 

Windows NT 3.51 で動作しているコンピュータの場合は次の手順でインス I ルします。 

1. Windows NT 3.51 を起動する。 

2. 添付の CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 をコンピュータの CD - ROM ドライブにセットする。 

3. ファイルマネージャまたはコマンドプロンプトから、 CD-ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 の 
r¥W_T¥PICNIC¥SETUP¥SETUP.EXE 」 を実行する 0 

セットアップウィザードが起動します。メッセージに従ってインストールを続けてください。 
インス!-ールを完了したら、「セツトアップパラメータ FD の作成」に進んでください。 
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最近使ったファイル (Q) 

設定® 

検索 ◎ 

AJ レブ㈣ 

ファイル名を指定して実行 (S)... 


Windows Update 


OS をインストールするために必要なセットアップ情報を設定し、「セットアップパラメータ 
FD 」 を作成します。以下の手順に従ってください。 

響〜 手順の中では、 Trekking コマンドをインストールしたときに指定したフォルダ名を 
I 匕/卜 I 「 ExpressPicnic 」 と仮定しています 0 

1.ExpressPicnic ウィンドウを表示させる。 

く Windows 2000 /XP - Windows NT 4.0 - Windows 95/98 /Me の場合〉 


スタートメニューから[プロク'ラム]— 
[Express Picnic] の順にポイントし、 
[Trekking_Windows 2 ◦〇〇]をクリック 
する。 

く Windows NT 3.51 の場合〉 

プログラムマネージャの 
[ExpressPicnic ] グループがら 
[Trekking_Windows 2 ◦〇〇]アイコンを 
ダブルクリックする。 


2. [ファイル]メニューの[情報ファイルの 
新規作成]をクリックする。 

[ディスクの設定]ダイアログボックスが 
表示されます。 


3. 各項目を設定し、 [0K] をクリックする。 

[基本情報]ダイアログボックスなど、 
セツトアップ情報を設定するダイアログ 
ボックスが順に表示されます。 


-I 口 1x1 





神シ”トタ•ゥン ( u )~ 


龙スト K 


嫩 UBjim 三 ia 碰 g 




印刷®… 

印刷プレビュ-⑼ 

フツン設定®)… 

Ctrl+P 

アフ W —：^ンの終了凶 




新規セツげ7フ-關フ7イルを作成 



Trekking.Windows2000 


ットアップバラメータ FD の作成 


l-Jol>®^p 


ストリ I ミングサ I バソフトゥエア 
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4 .メッセージに従ってダイアログボックス 
の各項目を設定し、[次へ]を 
クリックする。 

[キャンセル]をクリックすると入力し 
た内容が消えてしまいます。 

セツトアップ情報の設定が完了すると、 
[ファイル保存]ダイアログボックスが 
表示されます。 


5. [セットアップパラメータ FD] チェック 
ボックスをオンになっていることを確認 
し、[ファイル名]ボックスにセットアッ 
プ情報のファイル名を入力する。 

6.1.44 MB でフォーマット済のフロッピー 
ディスクをフロッピーディスクドライブ 
にセットし、[〇 K ] をクリック 
する。 


_本牾報 


対象マシン | (‘棚爾1 111111111111111 ▼] 

インストールバス |MNNT 

r Service Pack の通用 

「パ'-ティシ a ンー 

a 新規パ'-ティシ a ン p 095 mb (2000〜999999 MB ) 

r 既存のパーティシヨン 
r 全領域を新規作成 
W ファイルシステムを NTFS へ変換 


< BS ( E > 1> メ キ T > tZ ル | ヘルプ | 



「セットアップパラメータ FD 」 が作成できました。「セットアップパラメータ FD 」 は Windows 
2000をインス I -ールするときに使用します。ラベルを貼り大切に保管してください。 

• 各項目の設定内容についてはヘルプを参照してください。 

「ヒント I • 既存の情報ファイル（セットアップパラメータ FD ) を修正する場合は 、 ExpressPicnic 
ウィンドウの[情報ファイルの修正]をクリックしてください。ヘルプを参照して情報 
ファイルを修正してください。 
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ンのインストール 


EXPRESSBUILDER CD - R 〇 M でサポートしていないアプリケーションを追力□でインストー 
ルする場合は、以下の手順に従って「セットアップパラメータ FD 」 を作成してください。 

1 ^-0 追加でインスI-ールするアプリケーションは、シームレスセットアップ対応されている必要 
があります。 


1.ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （75 ページ参照）。 


2. [ファイル]メニューの[情報ファイルの新 
規作成]をクリックする。 

[ディスクの設定]ダイアログボックスが 
表示されます。 



3. 各項目を設定し、[〇 K] をクリックする。 

[基本情報]ダイアログボックスなど、 
セットアップ情報を設定するダイアログ 
ボックス順に表示されます。 

4 . メッセージに従ってダイア□ク'ボックス 
の各項目を設定し、[次へ]を 
クリックする。 




ス 

卜 

■J 

I 


ン 

グ 

サ 

I 

パ， 

ソ 

フ 

卜 

ウ 


ア 


[キャンセル]をクリックすると入力し 
た内容が消えてしまいます。 


5. [アプリケーションの設定]が表示された 
ら、[追加アプリケーションのインストー 
ル]にチェックを入れる。 

6. [ファイル指定]ダイアログボックスが 
表示されたら、[セットアップパラメータ 
FD] チェックボックスがオンになつてい 
ることを確認し、[ファイル名]ボックス 
にセットアップ情報のファイル名を入力 
する。 

7. 1.44MB でフォーマット済のフロッピー 
ディスクを フロ ッ ピー ディスクドライプ 
にセツトし、[〇 K] をクリックする。 



77 




































































オプションの大容量記憶装置ドライバのインストール 


シームレスセットアップに対応しているオプションの大容量記憶装置ドライバをインストー 
ルする場合は、以下の手順に従って「セツトアップパラメータ FD 」 を作成してください。 


1.ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （75 ページ参照)。 


2. [ファイル]メニューの[情報ファイルの 
新規作成]をクリックする。 

[ディスクの設定]ダイアログボックスが 
表示されます。 



3. 各項目を設定し、[〇 K] をクリックする。 

[基本情報]ダイアログボックスなど、 
セットアップ情報を設定するダイアログ 
ボックスが順に表示されます。 

4 . メッセージに従ってダイアログボックス 
の各項目を設定し、[次へ]を 
クリックする。 

[キャンセル]をクリックすると入力し 
た内容が消えてしまいます。 



5. [アプリケーションの設定]が表示された 
ら、[大容量記憶装置用〇 EM-FD の適用] 
にチェックを入れる。 

Windows 2000用のセットアップ情報 
ファイルを作成するとき、[ディスクの 
設定]で [OS 種別]を [Windows 2000 
Professional] にした場合は選択できま 
せん。 

6. [ファイル指定」ダイアログボックスが 
表示されたら、[セットアップパラメータ 
F D ] チェックボックスがオンになってい 
ることを確認し、[ファイル名]ボックス 
にセットアップ情報のファイル名を入力 
する。 


@ブリケーシヨン©設定 


「アプリ ケーン a ンの設定^ 

W ESMPRO 詳細設定 J 

厂 Global Array Manager 
厂 Power Console Plus 
「 ArrayRecoueryTool 
r 白射)ク u —ンアップツール | 

17エクスプレス通報サービス| 

-ユーザ/ヴループ登錄 
ヴルーゴの作成 _設定_| 


ユ ー tffwS 設定 



7. 1.44MB でフォーマット済みのフロッピーディスクをフロッピーディスクドライプにセットし、 
[〇 K] をクリックする。 
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大量インストール 


ベースとなるセットアップ情報ファイルを指定し、マシンごとに変更する必要のある 
パラメータのみ修正して、複数のセツトアップ情報ファイルを作成します。 


ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （75 ページ参照）。 


2. [オプション]メニューの[大量インストー 
ルのアシスト]をクリックする。 


フ7イル ( f ) 「わ、、バ 0) ヘルつ* ( H ) 


^1 


卩申册?卜' H 

MgnaaaHi^^^^pil 


ExpressPicnic 

-Windows 2000 



褚数借報ファイル作成ツール 


( C)NEC System Techno I ogies , Ltd . , NEC Corporat ion 2002 

|~| [ nDSTI ^ rT 


3. [ファイルを開く]画面でベースとなるセットアップ情報ファイルを選択する。 ス 

ベースとなるセツトアップ情報ファイルの設定値がリストの一番上の欄に表示されます。 IJ 


ン 

グ 

サ 

I 

パ， 

ソ 

フ 

卜 

ウ 


5. ベースとなるセットアップ情報ファイル 
から変更するパラメータを設定する。 


6. [〇 K] をクリックする。 

リストに追加した情報が表示されます。 


7. ファイル名を選択し、 [FD 作成]をクリツ 
クする。 

選択したファイル名のセツトアップ 
パラメータ FD を作成します。 



4. [追加]をクリックする。 


E ] 


ファイル名1>ノビ:名 I フ加''外キ- [ 使用者名 ]> アドレス I 

d.tre hgf gfhf DHCP 


w I 


閉じる 
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ESMPRO 


本装置の監視をするユーティリティとして ESMPR 〇 / Se 「 ve 「 Agent ( Windows 版）、 ESMPRO / 
56「ソ6「1\/|311396「がバンドルされています。 

ESMPR 〇 /36「ソ6|7\96门1:(\/\/1|^〇\^版）は本装置へ 、 ESMPR 〇 / Se 「 ve 「 Managei 1 ^*v トワーク上の管理 
PC へインストールして利用します。 


ESMPRO / Se 「 verAgent(Windows 版) 


ESMPR 〇 / Se 「 ve 「 Agent ( Windows 版）は、本装置にインストールする本体監視用アプリ 
ケーシヨンです。 

ここでは個別にインストールする場合に知っておいていただきたい注意事項とインストール 
の手順を説明します。 

I n -0 運用上の注意事項については、オンラインドキュメント 「 ESMPRO/ServerAgent 
( Windows 版)インストレーシヨンガイド」に記載しています。ご覧ください。 

インストール前の準備 


ESMPR 〇/36「ソ6「八96巾(\/^〇1〇\^版)を動作させるためには対象〇3の丁〇卩/卩と丁0卩/卩関 
連コンポーネントの SNMP の設定が必要です。 

ネットワークサービスの設定 

プロトコルは TCP / IP を使用してください。 TCP / IP の設定についてはスタートメニューから 
起動するヘルプを参照してください。 

SNMP サービスの設定 

コミュニティ名に 「 public 」、 トラップ送信先に送信先 IP アドレスを使います。 ESMPRO / 
361^^「1\/|3阳96「側の設定で受信する トラップのコミュニティを デフ ォルトの 「 pulolic 」 か ら変 
更した場合は、巳31\/^6〇/361^^「1\/^396「側で新しく設定したコミュニティ名と同じ名前を 
入力します。 
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インストール 

ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）のインス 
卜ールは$忝付の CD-ROM rEXPRESSBUILDERJ 
を使用します。 

本体上の Windows 2000が起動した後、 
Autorun で表示されるメニューから [ ESMPRO ] 
- [ ESMPRO / ServerAgent ] の順にクリックし 
てください。以降はダイアログボックス中のメッ 
セージに従ってインストールしてください。 

I n -0 アドミニストレータの権限を持ったアカウ 
ントでシステムに□グインしてください。 


ネットワーク上の CD - ROM ドライブから実行する場合は、ネットワークドライブの割り当て 
を行った後、そのドライブから起動してください。エクスプローラのネットワークコン 
ピュータからは起動しないでください。 

■: アップ デートインストールについて 

r^TTl ESMPRO / ServerAgent がすでにインストールされている場合は、次のメッセージが表示さ 
れます。 


ESMPRO / ServerAgent が既にインストールされています。 


メ ツセー ジに従って処理してくださし、0 


インス I -ール後の確認 

ESMPR 〇/36「ソ6「み96巾(\^1^〇\^版）をインストールした後に次の手順で正しくインス 
I -ールされていることを確認してください。 

1. 本体を再起動する。 

2. イベントログを開く。 

3. イベント□ク'に ESMPRO/ServerAgent の監視サービスに関するエラーが登録されていないこと 
を確認する。 

エラーが登録されている場合は、正しくインストールされていません。もう一度はじめがらイン 
ストールし直してください。 



ストリ I ミングサ I バソフトゥエア 
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ESMPRO/ServerManager 


ESMPR 〇 / ServerAgent がインストールされたコンピュータをネットワーク上の管理 PC 
から監視 • 管理するには、本体にバンドルされている巳31\/^8〇/36「ソ6「1\/|3旧96「をお使い 
ください。 

管理 PC へのインストール方法や設定の詳細についてはオンラインドキュメント、または 
ESMPR 〇のオンラインヘルプをご覧ください。 

■： ESMPR 〇 /ServerManager の使用にあたっての注意事項や補足説明がオンラインドキュメン 

r^TTl 卜で説明されています。添付の CD-ROM「EXPRESSBUILDER」 内のオンラインドキュメン 
卜 「ESMPRO/ServerManager インストレーシヨンガイド」を参照してください。 
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オフライン保守ユーテイ II テイ 

本装置ではオフライン保守ユーティリティをサポートしていません。 



システム診断 

システム診断は本装置に対して各種テストを行います。 

「 EXPRESSBUILDER 」 の「ツール」メニューから「システム診断」を実行して本装置を診断してくださし、 


システム診断の内容 


システム診断には、次の項目があります。 

• 本装置に取り付けられているメモリのチェック 
• CPU キャッシュメモリのチェック 

• システムとして使用されているハードディスクのチェック 

I H -〇 システム診断を行う時は、必ず本体に接続している LAN ケーブルを外してください。接続 
したままシステム診断を行うと、ネットワークに影響をおよぼすおそれがあります。 

p |： ハードディスクのチェックでは、ディスクへの書き込みは行いません。 


システム診断の起動と終了 


次の手順でシステム診断を起動します（システムが運用中の場合は、シャットタ'ウンし、再 
起動できる状態にした後で手順1〜12を行ってください）。 

1. シャットダウン処理を行った後、システムの電源を〇 FF にし、電源コードをコンセントから抜 

く。 

2. 本体に接続している LAN ケープルをすべて取り外す。 

3. 電源コードをコンセントに接続し、システムの電源を〇 N にする。 

4. CD-R 〇 M「EXPRESSBUILDER」 を CD-R 〇 M ドライプにセットし、システムを起動する。 

システムが EXPRESSBUILDER から起動し、システムに接続しているディスプレイ装置に 
「EXPRESSBULDER トップメニュー」が表示されます。 


84 











5. [ツール]を選択する。 


の内部的なバラ メータや 状態の設定から 0 S 、 各右 
ユーティリティのインストールまでを添付の 
CD - ROM 「 EXPRESSBUILDERJ を使って切れ目な' 
(シームレスで〉セットアップできる Express - 
5800 シリーズ迚自の12ットアップ方法です。 

ハードディスクを!!塞入時の状態と異なるパーティ 
^ヨン設定で使用する垠合や 0 S を再インスト ーノ 
す^!^:、ヘン^•ムレスセットアップを使用して 
くだットアップをこの機能が代 
わって行います。, 

シームレスセットアップは、乜ッ卞^ "5^ を閉始 
する前にセットアッゴに必要な情報を編集し 
フロッビーディスクに保存し、セットアップの際 
にその牾報を逐一読み出して自動 j 的に一速のセッ 


を進め 
使用さ: 
アップ 


6. 「ツールメニュー」の[システム診断]を選択する。 

システム診断を開始します。約3分で診断は終了します。 

診断を終了するとディスプレイ装置の画面が次のような表示に変わります。 

試験タイトル 



ガイドライン 


試験タイトル： 診断ツールの名称およびバージョン情報を表示します。 

試験ウィンドウタイトル:診断状態を表示します。試験終了時には Test End と表示します。 

試験結果： 診断開始 • 終了 • 経過時間及び終了時の状態を表示します。 

ガイドライン： ウィンドウを操作するキーの説明を表示します。 

試験簡易ウィンドウ： 診断を実行した各試験の結果を表示します。力ーソル行で <Enter> キー 

を押すと試験の詳細を表示します。 


システム診断でエラーを検出した場合は試験簡易ウィンドウの該当する試験結果が赤く反転表示 
し、右側の結果に 「Abnormal End」 を表示します。 

エラーを検出した試験に力ーソルを移動しく Enter〉 キーを押し、試験詳細表示に出力されたエラー 
メッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 


ストリ I ミングサ I バソフトゥエア 
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画面最下段の「ガイドライン」に従い <Esc> キーを押す。 
以下のメインメニューを表示します。 


TeDoLi (TEst & Diagnosis On Linux) VerOOl.OO (BuildO 20901.1 .lm) 



<Log Info> 
<Option> 

く Reboot 〉 


Please choose a function by the arrow key and push Enter key. 


<Opti 〇门 >: 

<Reboot>: 


<Test Result>: 
<Device List>: 
<Log lnfo>: 


前述の診断終了時の画面を表示します。 

接続されているデバイスー覧情報を表示します。 

試験ログを表示します。エラーメッセージをフロッピーディスクへ保存 
することができます。フロッピーディスクへ記録する場合は、フォー 
マット済みのフロッピーディスクをフロッピーディスクドライブにセッ 
卜し、 <S3V6> を選択してくださしへ〇 
ログの出力先の変更します。 

システムを再起動します。 


8. 上記メインメニューで<[^613〇〇1：>を選択する。 

システムが再起動し、システムが EXPRESSBUILDER から起動します。 

9. EXPRESSBUILDER を終了し、 CD-R 〇 M ドライプから CD-R 〇 M を取り出す。 

10. システムの電源を〇 FF にし、電源コードをコンセントがら抜く。 

11. 手順2で取り外した LAN ケープルを接続し直す。 

12. 電源コードをコンセントに接続する。 

以上でシステム診断は終了です。 
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テ _ プ監視ツ _ ル 

テープ監視ツールは、本装置に接続したテープドライブならびに使用しているテープメディアの状態を監 
視するユーティリティです。 

へッドの汚れや不良テープの使用などによるバックアップファイルの消失やバックアップの失敗などを防 
止するために、テープドライブを搭載している装置にはこのユーティリティをインストールすることをお 
勧めします。 


カスタムインス I ルモデルでのセットアップ 


モデルによっては購入時にテープ監視ツールがあらかじめインストールされている場合もあ 
ります。インス I -ール済みのテープ監視ツールのサービスを次のように設定してください。 
サービスの設定は[コントロールパネル]の[サービス]を夕'ブルクリックすると起動します。 

• 選択するサービス名 ： TapeAlertChecker ■ 

• スタ-トアップの麵：自重力 ™ 

• □グオン： システムアカウント ス 

[デスクトップとの対話をサービスに許可]にチェック ^ 

I 

サービスに [ TapeAlertChecker ] がない場合は、装置にインストールされていません。次の - 
「手動インストール(新規インス I -ール)」を参照してインス I -ールしてください。 み 


手動インストール(新規インストール) 


手動でインス I -ールする場合は、以下の説明を参考にしてインストールしてください。詳し ア 
くはオンラインドキュメントの「テープ監視ツールセットアップガイド」をご覧ください。才 
ンラインドキュメントは、添付の CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 の次のディレクトリに 
PDF ファイルで格納されています。 

CD-ROM ドライブ: ¥ TpTool ¥ SG _ TP 6 .pdf 
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動作環境 


八ードウエア 


• インストールする装置 
• メモリ 

• ハードディスクの空き容量 

ソフトウェア 

• オペレーティングシステム 

— Microsoft ® Windows NT ® 4.0 日本語版 (Service Pack 5以降） 

— Microsoft ® Windows ® 2000日本語版 

Microsoft ® Windows ® XP はサポートしていません 0 
• アプリケーション 

- ARCserve J 6.0 for Windows NT ( SP 3) (全エディション） 

— ARCserve J 6.5 for Windows NT (全エディション、 Patch 07 が必要) 
- ARCservelT J 6.61 for Windows NT (全エディション） 

— ARCserve 2000 ( SP 2) (全エディション） 

— BackupExec for Windows NT Ver .7.3 
— BackupExec for Windows NT Ver .8.5 
- NTBackup(Windows NT 標準装備のバックアップツール） 

- #BKUP 


Express 5800シリーズ本体 
500 KB 以上 
2.2 MB 以上 


監視対象装置 


テープ監視ツールで監視できるテープドライブは次のとおりです (2002 年9月現在）。 


• 内蔵/外付 AIT 

• 内蔵/外付 AIT 集合型 

• 内蔵/外付 DAT ( DDS 3) 

• 内蔵/外付 DAT 集合型 ( DDS 3) 

• 内蔵 TRAVAN 
• 外付 TRAVAN 集合型 
• 内蔵/外付 DAT ( DDS 4) 

• 内蔵/外付 DAT 集合型 ( DDS 4) 
• 内蔵 SLOT 
• 内蔵 LT 〇 
• 外付 LT 〇 


N 8151 -28/-34/-34 A /-4 1 /-41 A /-44/-46 、 
N 8551-19/-28/-34、 N 8560-16 
N 8151-29/-36、 N 8551-20/-29/-36、 
N 8560-17 

N 8151 -12 BC 、 N 8551-12/-12 A /-12 BC 、 

N 8560 -12/-12 AC 

N 8151 -13 AC 、 N 8551-13/-13 AC 、 

N 8560-13/-13 AC 

N 855 1-21 

N 8560-19 

N 8151-26/-43/-45、 N 8551-26、 N 8560 -22 
N 8151-27、 N 8551-27、 N 856〇 -23 
N 8151 -38 
N 8151-37/-4 〇 
N 8 160-39 


対象ドライブとバックアップソフトの対応につきましては NEC の Web 情報ページにある 
「NEC 8番街 （ http :// nec 8. com /)」 の「技術サボート」一「技術情報 ( Express 5800)」一 
「テクニカル ガイド」一 「巳乂口阳3358〇0/10〇シリーズテクニカルガイ ド」にあります。バック 
アップ装置くバックアップ装置対応ソフトウェア① WindowsNT / 2000>を確認してください。 
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インストール手順 

添付の CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 の次のディレクトリにある 「 Setup . exe 」 をエクスプ 
□ーラなどから起動してください。 

CD-ROM ドライブ: ¥ TpTool ¥ setup.exe 

以降は画面に表示されるメッセージに従ってください。詳しくはオンラインドキュメントで 
説明しています。 

インストールの完了後、サービスが動作していることを確認してください。「カスタムイン 
ストールモデルでのセットアップ」の説明を参照してください。 

監視についての詳細な設定は、 ini ファイルを編集することで変更できます。 ini ファイルは 「 C : 
¥ Program ド把3¥丁3口6み16「1:0^〇1<6「¥0:「1加」です（デフォルトの設定でインストールした場 
合）。設定の詳細についてはオンラインドキュメントをご覧ください。 
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エクスプレス通報サービス 

エクスプレス通報サービスに登録することにより、システムに発生する障害情報(予防保守情報含む）を 
電子メールやモデム経由で保守センターに自動通報することができます。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察知したり、障害発生時に迅速に保守を行っ 
たりすることができます。 

また、お客様のサーバ上で動作するエクスプレス通報サービスと、クライアント上で動作するシステム 
監視サービス （DMIT 〇〇 L) を連携させることでシステムを安定に稼働させることができる、クライアント/ 
サーバ型の保守サービス （PC 通報連携機能）を提供しています。 


プリインストールモデルでのセットアップ 


モデルによっては購入時にエクスプレス通報サービスがあらかじめインストールされている 
場合もあります。インストール済みのエクスプレス通報サービスはまだ無効になっておりま 
す。必要な契約を行い、通報開局 FD を入手してから、次の操作を行ラとエクスプレス通報 
サービスは有効になります。エクスプレス通報サービス有効後は EXPRESSBUILDER 内に 
あるオンラインドキュメント「エクスプレス通報サービスインストレーシヨンガイド」を参照 
して設疋して< 7こさし">〇 

セットアップに必要な契約 

エクスプレス通報サービスを有効にするには、以下の契約等が必要となりますので、あらか 
じめ準備してください。 

• 本体装置のハードウェア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体装置のハードウェア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済 
みでないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細について 
は、お買い求めの販売店にお問い合わせください。 

• 通報開局 FD 

契約後送付される通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 
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エクスプレス通報サービスを有効にする操作 

次の手順で購入時にインスI'''ール済みのエクスプレス通報サービスの機能を有効にします。 

1. [コントロールパネル]の [ ESMPR 〇 / ServerAgent ] を選択する。 

2. [全般]タブの[通報の設定]をクリックする。 

アラートマネージャ設定ツールが起動します。 

3. [ツール]メニューの[エクスプレス通報サービス]、[サーバ]を選択する。 

[エクスプレス通報サービスセットアップユーティリティ]が起動します。 

4. 通報開局 FD をフロッピーディスクドライプにセットし、通報開局 FD を読み込む。 

エクスプレス通報サービスが有効となります。 


手動インストール(新規インストール) 


手動でインストールする場合は、以下の説明を参考にしてインストールしてください。 

エクスプレス通報サービスのセットアップ環境 

エクスプレス通報サービスをセットアップするためには、以下の環境が必要です。 

八ードウェア 

• メモリ 18.0MB 以上 

• ハードディスクの空き容量 30.0MB 以上 
• モデム 

ダイヤルアップ経由の通報を使用する場合、モデムが必要です。ダイヤルアップ経由 
エクスプレス通報で使用するモデムは NEC フィールディングにご相談ください。 

• メールサーバ 

電子メール経由の通報を使用する場合、 SMTP をサボートしているメールサーバが必要 
です。 

ソフトウェア 

• $添付の CD-R 〇 MrEXPRESSBUILDER」 内の ESMPR 〇 /ServerAgent 
• 上記、 ESMPR 〇 /ServerAgent がサポートする〇 S 

• マネージャ経由の通報を使用する場合は、マネージャ側に以下の環境が必要です。 
ESMPR 〇 /ServerManager* 十 ESMPRO/AlertManager Ve「.3.4 以降 

* 監視対象となるサーバにインストールされている ESMPR 〇 /ServerAgent のパー 
ジョン以上を使用してください。 

(例）監視対象となるサーバにインストールされている ESMPR 〇 /ServerAgent の 
バージョン 3.8 の場合、パージョンが 3.8 以上の ESMPR 〇 /ServerManager# 
必要です。 
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セットアップに必要な契約 

セットアップを行ラには、以下の契約等が必要となりますので、あらかじめ準備してくださ 
い。 

• 本体装置の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体装置のハードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済 
みでないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細について 
は、お買い求めの販売店にお問い合わせください。 

• 通報開局 FD 

契約後送付される通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 

エクスプレス通報サービスのセツトアップについては、「オンラインドキュメント」を参照 
してください。 


PC 通報連携機能 

pc 通報連携機能は、クライアントで発生した障害の情報を電子メールやモデム経由で保守 
センターに自動通報するサービスです。このサービスを使用することにより、クライアント 
の障害を事前に察知したり、障害発生時、すみやかに保守することができます。 

PC 通報連携機能のセットアップについては、「オンラインドキュメント」を参照してくださ 
い。 

また、別途 PC 通報連携機能での契約が必要となります。お買い求めの販売店、または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 
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Windows Media サービス 


B T 〇（ビルド • トゥ•オーダー）にて〇 S インストールを指定して購入された場合、また 
「 EXPRESSBUILDER 」 より再インス I ルされた場合には 、 Windows Media サービスが自動的にインス 
卜ールされ、即座に Windows Media によるストリーミング配信が可能となります。 


Windows Media サービスの設定 


Windows Media サービスの設定は 、 Windows Media アドミニストレータより行います。 


「スタート」—「プログラム」 — 「管理ツー 
ル 」 —「Windows Media 」 を選択します。 



Windows Media サービスの各種設定は 
この画面で行います。 

Windows Media サービスではさまざま 
な配信が可能です。 

• オンデマンドのユニキヤスト配信 

• ライプのユニキヤスト、マルチキヤ 
スト配信 

• ブロードキャスト配信 


Windows Media サービスの詳細については、オンラインヘルプをご覧ください。 

他の Windows Media ツールについては、下記 WEB サイトより夕'ウンロードしてお使いくだ 
さい。 

Windows Media 

http :// www . microsoft . com / japan / windows / windowsmedia / 

本装置では、その他 St 「 eamP 「 o / St 「 eaming - MPEG 、 RealSystem などのサポートも行って 
おります。それぞれの製品のご購入につきましてはもよりの販売店またはお買い求めの販売 
店にご相談いただくが、下記ホームページまでご連絡ください。 

StreamPro 

http :// www . ace . comp . nec . co . jp / StreamPro / 

RealSystem 

http :// www . ace . comp . nec . co . jp / Helix / 
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FastCheck 

FastCheck は、本装置がサポートする IDE タイプのオプションのディスクミラーリングボードを管理•監 
視するソフトウェアです。 

ディスクミラーリング コン トローラに接続したハードディスク（アレイディスク）の監視や状態の表示をし 
たり、万一、異常が起きたときにビープ音やポップアップメッセージの表示などで通知したりします。 
また、 ESMPR 〇/36「ソ6「八96加以6「.3.4以降）との連携によリ、異常が起きたときに ESMPRO / 
36「ソ6「1\/|3旧96「をインス トールしている 管理 PC にアラート通報や ALIVE 通報をすることもできます。 


カスタムインス I ルモデルでのセットアップ 


モデルによっては購入時に FastCheck があらかじめインストールされている場合もあります。 
FastCheck がインス I ル済みの本体に後から已31\/^闩〇/361^「八96巾をインストールした場 
合は、 FastCheck を一度、アンインストールしてからインス!ルし直してください。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 


FastCheck は添付の CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 に収められている自動インストール 
ツール「シームレスセットアップ」を使ってインストールできます。 

シームレスセットアップ中にアプリケーションを設定するダイア□グボックスが表示されま 
す。ここで 「 FastCheck 」 を選択してください 0 

シームレスセットアップで FastCheck をインストールした場合で、後から ESMPRO / 
ServerAgent をインストールした場合は、 FastCheck を一度、アンインストールしてからイ 
ンス I ルし直してください。 


確認事項 


インス I ル済みの FastCheck について次の点を確認してください。 

• [スタート]メニューの[プログラム]に [ Promise ] という名前のフォルタ、が作成されてい 
ることを確認する。 

• Windows 2000の起動後のタスクトレーに、 FastCheck のアイコン（喔 J ) が表示され 
ていることを確認する （ FastCheck は Windows 2000常駐型のアプリケーシヨンです）。 

• コント□—ルパネルのサービスで 「Promise FastTrak Service 」 が開始されていることを 
確 B 忍する。 

• FastCheck が起動することを確認する 0 

[ Promise ] フォルダの中から [ Fasttrak ] — [FastCheck Monitoring Utility ] の順に選択す 
るか、タスクトレーの FastCheck アイコン （_) を夕'ブルクリックすると起動します。 
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• FastCheck を起動後、[オプション]-[通知]- [ NT システムイベントログの使用]が 
チェックされていること（デフォルト値です）を確認する。 

11 -〇 ESMPRO/ServerManager をインス!-ールした管理 PC にディスクミラーリングコン 
トローラに関するアラート通報や ALIVE 通報をする場合は、 「Promise Fast Trak 
Log Service 」 が開始されており、 FastCheck のオプション設定 [NT システムイベン 
トログの使用]がチェックされていなければなりません。 


パスワードの設定 


セキュリティ上、 FastCheck を起動する際にパスワードによる確認ができるよう、パスワー 
ドを登録してください。パスワードは FastCheck を起動後、[オプション]-[パスワードを 
使用可能にする]を選択すると表示される設定画面で設定できます。 


運用上の注意 


FastCheck をインストールして運用する上で特に注意していただきたい点について説明しま 
す。 FastCheck で表示される画面についての説明やその他の注意事項については、オンライ 
ンドキュメント 「 FastCheck ユーザーズガイド」を参照してください。 

• 巳31\/^1^〇/36「\/6|7\96门1:がインストールされている本体に FastCheck をインストールす 
ることをお勧めします。 ESMPR 〇と連携したさまざまな管理 • 監視機能を利用するこ 
とができます ( ESMPR 〇がインス I ルされていなくても、 FastCheck の動作には支障 
がありません)。 

ただし、 ESMPR 〇は Ver .3.4 以降のパージョンを使用してください。 

• FastCheck の設定を変更した場合は、ダイア□グボックス内にある[適用]を 
クリックして情報を更新してから終了してください。 

• FastCheck の以下のオプションは規定値から変更しないでください 0 

- [ NT システムイベントログの使用] (規定値：チェック） 

-[書き込みキャッシュを使用可能にする](規定値：チェック） 

—[ホットスペア/自動リビルドを禁じる](規定値：チェックなし） 

• ディスクのリビルドやシンクロナイズ(整合性の確認)の間もアクセスすることはできま 
すが、処理時間が長くなる場合があります。 

• ESMPR 〇からは、ディスクミラーリンク'コント□ー ラで制御されているハードディスク 
は、1台のドライブとして認識されます。また、このディスクミラーリングコント□ーラ 
はディスクアレイではなく、 「 SCSI コントローラ」として管理されます。 


新規インスト^!レ 


FastCheck を新規にインストールする場合（または再インストールする場合)は、オンライン 
ドキュメント 「 FastCheck ユーザーズガイド」を参照してください。 
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PowerChute plus Ver.5.11 J/5.2J 

BT 〇（ビルド•トウ-オーダー）でインストールされる PowerChute p / usVe 「.5.11 J /5.2 J について説明し 
ます。 


PI ： ビルド • トウ•才ーダーで指定されたバンドルソフトウェア、あるいは才ーダーされたソフ 
r^TF] トウェアです。なお、 EXPRESSBUILDER には含まれていません。 


プ■」インストールモデルでのセットアップ 


出荷時に 「PowerChute p / os 」 がインストール済みの場合があります。ただし 、 PowerChute 
p / us はデフォルト値の状態でインストールされています。 

ここで示す手順に従ってお客様のご使用環境に合わせた状態にセツトアップしてください。 


PowerChute p/i/s サービス （UPS-APC PowerChute plus Service) の起動 

[コント□—ルパネル]の[サービス]を開き、 [ UPS-APC PowerChuteplus Service ] を開始 
してください。すでに [ UPS-APC PowerChuteplus Service ] が開始されている場合はその 
ままでかまいません。[コント□ールパネル]を閉じてください。 


動作確認 

UPS-APC PowerChute plus Service が起動後、約1分以上経過してから次の方法で動作を 
確認します。 

動作確認は、「確認1」、「確認2」の両方とも行ってください。「確認1」、「確認2」の両方が「正 
常」な場合は、動作に問題ありません。この後の「設定変更」に示す処理を行う必要はありま 
せん。 

■ 確認1イベントビューアによる確認 

Windows 2000の「イベントビューア」で PowerChute p / os が正常に起動していることを 
確認してください。 

1. [イベントビューア]を起動する。 

2 . [イベントビューア]のメニューバーから[ログ]を選択し、[システム]を選ぶ。 

3. 上記により表示されたイペントの中から[ソース]名が 「 ups 」 のものを選ぶ。 

4. イベントの[詳細]を表示し、以下のイベントの[説明]があることを確認する。 

[正常] UPS との通信が確立しました。 

[異常] UPS との通信が確立できません。 

このイベントが存在した場合、この後の「設定変更」を参照して PowerChute pluscm 
定を変更してください。 
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■ 確認 2 PowerChute jd / l / s の GUI による確認 

「確認1」で「正常」を確認した後、次の手順で UPS の情報が正しく表示されていることを確 
認してください。 

1. [スタート]メニューの[プログラム]- [ PowerChutePLUS ]-[ PowerChutePLUS ] を起動する。 
起動方法の詳細は PowerChute plus ( D [インス トールガイド」を参照してください。 

2. [ PowerChutePLUS ] のメイン画面（チャート）で UPS の情報が表示されていることを確認する。 

[正常]データフィールドエリアの PJPS 出力」、「最小電圧」、「最大電圧」、 「 UPS 温度」、「出力 
周波数」などが表示される。 

[異常] ups 情報の rups 出力」、「最小電圧」、「最大電圧」、 「 ups 温度」、「出力周波数」などが 
グレーアウトで表示されている。 

この後の「設定変更」を参照して PowerChute p / us の設定を変更してください。 


設定変更 

「動作確認」の「確認1」、または「確認2」で「異常」だった場合は、次の設定内容を確認して設定 
を変更してください。 

1 . [スタート]メニューの[プ□グラム]— [ PowerChutePLUS ] — [ PowerChutePLUS ] を起動する。 

起動方法の詳細は 、 PowerChute / d / l / s の「オンラインヘルプ」、または PowerChute / d / las に添付 
の「ユーザーズガイド」を参照してください。 

2. [ PowerChutePLUS ] のメニューパーより、[構成]—[通信パラメータ]を選択し、下記の設定画面 
を表示し、各設定内容を確認する。 


コンピュータと UPS の通信 
を行う COM ポート番号を 
正しく設定する。 


3. 正しく設定した後、[〇 K ] をクリックし、 「 PowerChutePLUS 」 のメニューバーより、[システム] 
一[別のサーバを監視]を選択し、再度監視するサーバを選択する。 

4. 前ページの動作確認をする。 



通信シグナルが[スマー 
トシグナリング]である 
ことを確認する。 
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新規インスト^!レ 


PowerChute p / os の新規インストール（再インス I —ル）については 、 PowerChute p / os に 
添付の「インストールガイド」を参照してください。 
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